
監
監
和
泉
往
来
の
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て

ー
　
高
山
寺
本
古
往
来
と
比
較
し
て
　
－

来

田

隆

一
、
l
本
稿
の
意
図

和
化
漢
文
に
於
て
、
一
つ
の
和
語
を
表
記
す
る
の
に
ど
の
よ
う
な

漢
字
を
用
い
る
か
に
つ
い
て
み
る
と
、
和
語
甲
の
表
記
に
は
一
種
類

の
漢
字
A
が
常
に
固
定
し
て
宛
て
ら
れ
て
い
る
場
合
と
、
和
語
乙

の
表
記
に
は
、
二
種
以
上
の
漢
字
B
と
C
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の

漢
字
表
記
が
対
応
し
て
い
て
、
そ
の
中
か
ら
、
B
か
C
、
あ
る
い
は

そ
の
他
の
漢
字
が
選
択
し
て
宛
て
ら
れ
て
い
る
場
合
と
が
認
め
ら
れ

る
。
前
者
の
、
一
つ
の
和
語
に
対
し
て
常
に
定
ま
っ
た
一
種
類
．
の
漢

字
が
宛
て
ら
れ
て
い
る
場
合
も
、
一
そ
の
段
階
ま
で
に
は
、
多
く
の
漢

字
の
中
か
ら
、
語
義
と
字
義
と
の
関
係
か
ら
、
一
種
類
の
l
漢
字
を
選

択
す
る
と
い
う
過
程
が
存
す
る
わ
け
で
、
広
い
意
味
で
の
「
選
択
」

が
行
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
選
択
を
今
「
第
一

①

次
的
選
択
」
と
把
え
る
。
ま
た
、
後
者
の
場
合
で
も
一
l
つ
の
和
語
に

対
応
す
る
二
種
類
以
上
の
漢
字
表
記
が
、
語
義
に
基
づ
い
て
固
定
し

て
行
な
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
右
の
第
一
一

次
的
選
択
に
準
ず
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
固
定
的
な
漢

字
表
記
に
対
し
て
個
性
的
個
別
的
な
漢
字
表
記
、
す
な
わ
ち
表
記
が

こ
と
さ
ら
に
先
行
文
献
の
用
字
用
語
の
椎
戒
や
慣
習
を
利
用
し
、

擁
古
的
、
作
為
的
に
漢
字
を
借
用
し
て
来
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
。

今
、
こ
れ
を
第
一
次
的
選
択
に
対
し
て
、
第
二
次
的
選
択
と
名
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
第
二
次
的
選
択
に
ょ
る
表
記
は
、
第
一
次

－

的
選
択
に
よ
る
表
記
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
そ
れ

と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
資
料
に
お
い
て
み
ら
れ
る
漢
字
表

記
が
、
社
会
的
一
般
的
な
用
字
法
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る

七
一



監
監
和
泉
往
来
の
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
（
来
田
）

か
、
さ
個
人
的
個
別
的
な
用
字
法
に
よ
る
も
の
か
を
点
き
わ
め
る
に

彗
個
々
あ
和
語
菩
　
七
他
の
資
料
籠
於
け
る
表
記
法
と
比
威
し

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
重
い
。
二
本
稿
は
、
．
二
の
J
ぅ
な
観
点
に
立
っ

て
・
、
重
安
時
代
後
期
の
和
化
漢
文
を
資
料
と
t
て
．
、
二
そ
こ
に
お
け
る

社
会
革
「
般
潮
に
固
定
化
し
た
和
語
の
儲
字
表
記
法
の
実
態
を
明
ら

か
に
⊥
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
∴

言
上
こ
ろ
で
和
化
漢
文
を
資
料
一
と
し
．
て
．
用
字
法
を
見
ュ
う
と
す
る

時
、
せ
ず
当
面
す
る
問
題
は
訓
点
の
付
さ
れ
た
資
料
の
少
な
い
こ
と

で
あ
′
っ
七
、
用
い
も
れ
て
い
る
漢
字
が
、
．
い
・
か
な
る
和
訓
を
担
っ
た

滝
l
の
か
の
認
定
が
困
難
な
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
ず
、
・
訓
点
の

付
さ
れ
美
A
の
を
資
料
と
し
て
、
そ
こ
に
付
さ
れ
た
和
訓
を
手
が
か

り
と
す
る
こ
と
が
考
え
も
れ
る
．
。
た
だ
こ
の
場
合
、
そ
こ
に
み
ら
れ

一

′

－

る
和
訓
が
原
本
を
表
記
し
た
者
の
表
記
意
識
と
完
全
に
重
な
り
合
う

も
の
か
否
か
に
つ
い
て
の
反
省
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
対
象
と
す
る
資
料
は
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
漢
字
表
記
法

が
、
当
時
の
識
字
階
層
に
お
い
て
、
よ
り
一
般
性
を
．
も
っ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
予
忍
さ
れ
る
も
の
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。

－

・

－

1

　

・

、

・

＝

J

．

．

＋

l

‥

以
上
の
理
由
に
よ
っ
て
、
．
本
稿
で
は
∵
訓
点
の
付
さ
れ
た
．
資
料

で
、
か
つ
当
時
の
日
常
の
書
記
生
活
と
直
接
的
に
係
わ
り
の
あ
る
、

七
二

古
往
来
を
と
り
あ
げ
、
成
立
年
代
の
近
接
し
た
他
の
同
類
の
資
料
と

比
較
す
る
こ
と
に
し
た
。

二
、
資
料
に
つ
い
て

二
高
野
山
西
南
院
に
蔵
さ
れ
▼
て
い
る
和
泉
往
来
（
一
巻
）
．
は
次
の
よ

う
な
識
語
を
持
っ
て
い
る
。

∵
和
泉
往
来
西
宝
作
同
所
点
了
」
新
別
所
申
時
許
書
写
了
」
金
王

一
．
九
本
也
」
女
治
二
年
　
四
五
月
　
書
写
ア

◎

本
書
に
．
つ
い
て
は
、
既
に
諸
家
の
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
に
依
れ
ば
．

碧
に
あ
る
原
作
者
「
西
宝
」
に
つ
い
て
は
、
碩
福
寺
僧
で
高
野
山

西
再
院
に
住
ん
誓
た
興
胤
．
（
－
〇
七
五
没
）
と
、
和
泉
講
豊
其

｛
九
九
九
没
）
と
が
挺
せ
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
に
加
え
ら
れ
た
罰
点

は
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
の
本
文
書
写
と
殆
ど
同
時
と
考
え
ら

れ
、
書
写
年
代
明
記
の
現
存
最
古
の
古
往
来
資
料
で
あ
る
。
．
本
書
は

何
回
か
の
転
写
を
経
て
い
る
た
め
に
誤
字
・
誤
調
・
誤
点
．
・
仮
名
の

位
匿
の
ず
れ
が
見
ら
れ
る
。

本
文
は
、
十
二
月
型
往
来
で
あ
り
、
二
十
四
通
の
書
状
す
べ
て
、

′
一

対
句
表
現
が
多
く
へ
　
雅
語
も
多
用
さ
れ
、
「
中
国
の
書
俵
の
い
ず
れ

か
（
多
分
〔
錦
帯
書
十
二
月
啓
〕
）
を
見
て
、
実
際
に
や
り
と
り
さ
れ



た
書
状
を
較
幹
に
」
著
作
の
結
構
を
撃
え
、
l
一
巻
の
往
来
物
を
作
り
l

◎

あ
げ
た
」
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
全
文
の
紹
介
摸
刻
翻
字
は
、

◎

遠
昏
博
士
、
小
林
芳
規
先
生
等
に
依
っ
て
成
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料

の
誤
字
・
誤
調
等
の
処
匿
に
就
い
て
は
、
右
の
両
先
生
の
御
報
告
、

就
中
、
小
林
芳
規
先
生
の
も
の
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

一
方
比
較
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
る
高
山
寺
本
古
往
来
は
、
和
泉

往
来
と
同
様
に
、
詳
細
な
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
院
政
期
写
本
で
あ

り
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
訓
点
は
本
文
と
同
時
の
加
点
と
見
ら
れ
て
い

る
。
識
語
は
無
い
。
本
資
料
は
最
近
、
高
山
寺
資
料
董
書
第
二
冊

に
、
全
文
の
写
貫
が
翻
刻
、
読
み
下
し
文
、
総
儲
引
と
研
究
篇
と
と

も
に
収
め
ら
れ
た
。
研
究
扇
の
中
で
は
」
小
林
芳
規
先
生
の
「
国
語

史
料
と
し
て
の
高
山
寺
本
古
往
来
」
と
、
峯
岸
明
氏
の
「
高
山
寺
本

古
往
来
に
お
け
る
漢
字
の
用
法
に
つ
い
一
て
」
の
二
編
で
、
l
本
書
に
お

け
る
漢
字
の
用
法
が
分
析
さ
れ
て
お
り
（
＝
高
山
寺
本
古
往
来
の
漢
字

用
法
を
本
稿
で
取
り
上
げ
る
場
合
は
右
の
御
論
文
の
説
く
と
こ
な
に

従
っ
l
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

．
尚
、
．
本
稿
で
依
拠
し
た
資
料
は
、
和
泉
往
来
、
二
南
山
寺
本
古
往
来

両
資
料
と
も
、
・
小
林
芳
規
先
生
御
所
蔵
の
紙
焼
写
真
に
依
っ
て
い

る
。

覇
離
別
和
泉
往
来
の
撃
の
用
法
に
つ
い
て
．
（
来
田
）

三
、
．
和
泉
往
来
の
和
訓
と
漢
字
表
記

和
泉
往
来
に
は
、
．
詳
細
な
訓
点
が
付
ざ
れ
で
お
午
多
く
の
漢
字

に
つ
い
て
、
．
そ
の
訓
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
既
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
本
資
料
は
、
何
回
か
の
転
写
を
経
た
も
の

で
、
誤
点
・
誤
写
・
仮
名
の
位
置
の
ず
れ
等
が
少
な
．
か
ら
ず
見
出
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
単
純
な
誤
り
は
別
と
し
て
、
個
に
一
漢
字
に
対

し
て
、
二
種
の
和
訓
を
付
す
場
合
、
．
和
訓
之
字
音
読
の
同
点
が
付
さ

れ
て
い
る
場
合
が
存
す
る
。
　
　
　
　
　
　
－
．

一
漢
字
に
二
訓
を
持
つ
も
の
は
、
．
仮
名
の
位
置
を
誤
ま
っ
た
も
の

イ

タ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

①

、

を
除
い
て
「
屈
」
（
7
5
）
等
、
三
例
存
す
る
。
こ
の
よ
う
な
類
に
つ

L
r
プ
ク

い
て
は
、
「
漢
字
を
用
ゐ
て
漢
文
風
に
言
語
表
現
を
行
ふ
場
合
、
文

字
の
選
択
は
語
け
選
択
と
同
じ
こ
と
を
意
味
す
る
場
合
が
少
な
く
な

⑧

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

い
」
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
「
屈
」
．

ヨ

リ

　

　

　

　

　

　

．

．

一

一

一

り

・

㌧

カ

ヒ

イ

タ

ル

字
の
場
合
は
↓
従
二
大
l
乱
撃
渾
江
口
一
日
t
亭
飼
垂
犬
島
一
．
」

二

　

　

　

　

　

ト

ツ

ク

．
（
崇
と
い
う
対
句
表
現
の
中
で
鳳
い
ら
れ
て
い
渇
町
で
あ
り
、

「
到
」
字
に
対
応
す
る
意
味
の
l
ほ
ぼ
近
い
漢
字
と
し
て
「
屈
」
字
が

表
記
さ
れ
て
い
る
。
「
到
」
字
を
重
ね
て
用
い
る
と
い
う
よ
う
な
、

平
板
な
表
記
を
避
け
る
l
（
避
板
法
）
た
め
に
「
属
」
字
を
選
ん
だ
ど

七
三



ハ
イ
【
ク
ワ
イ
】
　
ケ
イ
レ

「
俳
　
佃
　
経
歴

タ
チ
オ
ス
ラ
フ

ハ
y
イ
ト
ス
チ

語
．
）
毅
郎
聖
」
（
聖
の
ご
と
き
も
の

タ

l

　

′

▲

監
監
和
泉
往
来
の
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
（
栗
田
）

い
う
こ
と
が
こ
こ
に
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
加
点
者
の
方
は
、
漢

字
の
字
義
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
こ
の
字
の
文
章
中
で
の
意
味
に
引
か

れ
て
．
「
イ
タ
ル
」
′
上
加
点
し
た
も
の
の
、
こ
の
号
の
、
．
一
般
の
訓
と

⊥
て
は
「
ト
ツ
ク
」
が
定
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
そ
れ
を
左
訓
と
し

た
上
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
色
英
字
類
抄
に
よ
れ
ば
．
「
屈
」
字
は

「
ト
ツ
．
ワ
」
の
項
目
で
は
第
一
番
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
の
に
「
イ
タ

サ
↑
の
項
で
は
、
第
十
五
番
目
に
掲
出
さ
れ
て
中
る
の
で
あ
る
。

コ

ソ

コ

タ

及
、
和
訓
と
字
音
読
の
両
方
を
持
つ
鴇
の
と
し
て
．
は
「
皆
剋
」

．

⑨

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

ウ

サ

リ

ノ

ト

キ

（
望
．
等
二
十
三
例
存
す
る
。
こ
の
濁
合
、
右
に
字
音
点
、
左
に
和

シ

ソ

■

訓
を
付
す
も
．
の
が
大
多
数
で
馬
り
、
例
え
ば
「
潮
綬
之
螢
」
（
禦

七
四

⑪

先
生
の
「
訓
漢
字
一
覧
」
を
参
考
と
し
、
あ
わ
せ
て
類
緊
名
義
抄
、

⑳

倭
名
類
緊
抄
等
を
用
い
て
推
読
し
た
。

さ
て
、
ご
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た
和
泉
往
来
に
存
す
る
和
語

は
、
異
な
れ
語
数
で
撃
等
あ
る
。
こ
の
晋
の
和
語
を
、
そ
れ
を

表
記
し
た
漢
字
の
種
類
に
よ
す
て
、
分
類
し
、
高
山
寺
本
古
往
来
の

場
合
（
前
掲
の
峯
岸
氏
論
文
参
照
）
と
比
較
し
．
て
表
示
す
る
と
、
次

表
の
よ
う
に
な
る
。

は
、
左
訓
は
極
め
て
即
字
的
で
あ
り
、
．
義
注
と
し
て
の
和
訓
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
例
は
、
加
点
者
の
読
み
が
「
．
原
作
者
の
表
記
意
識
と

ず
れ
て
い
る
場
合
と
し
て
の
夙
著
な
例
と
考
え
ら
れ
る
の
で
本
稿
で

は
、
二
応
こ
の
よ
う
な
加
点
の
和
訓
は
除
外
し
て
．
お
く
こ
と
と
し

た。．訓
点
の
無
い
漢
字
で
、
し
か
も
和
語
を
表
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る

も
の
に
つ
い
て
は
」
高
山
寺
本
古
往
来
、
色
素
字
類
抄
、
小
林
芳
規

型

詞名

詞動容形

詞副

詞扶接
6111

詞助

計合

91d

g

一

1

1
2
「甥

抽

仙
コ
抽

二三 60
α3

2

一

2

一

丁
2
「

三
一

8

一

望

］…
一

…
一 苛

一一お面一
両 …

調
9叔（崩

注
：
和
泉
は
和
泉
往
来
・
高
音
は
高
山
寺
本
古
往
来
。
数
字
は
異
な
り

語
数
。
日
で
く
く
つ
た
も
の
は
百
分
率
を
示
す
。

）



和
泉
往
来
に
於
て
二
つ
の
和
語
に
対
t
て
一
種
顆
の
漢
字
表
記

が
対
応
す
る
場
合
は
翠
二
超
以
上
の
漢
字
表
記
が
対
応
す
る
場

合
は
9
・
5
％
で
あ
る
。
こ
の
数
値
は
・
高
山
寺
本
古
往
来
に
お
け
る
数

値
（
前
者
の
場
合
が
鑓
％
、
後
者
の
場
合
が
1
2
％
）
に
極
め
て
近
い

も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
裏
か
ら
和
泉
往
来
に
於
て

も
、
高
山
寺
本
古
往
来
の
場
合
と
同
様
、
一
和
語
を
表
記
す
る
の
に
、

一
種
の
漢
字
を
用
い
る
こ
と
が
原
則
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で

あ
る
。
し
か
も
、
品
詞
別
に
見
て
も
、
二
資
料
は
互
い
に
ょ
く
似
た

数
値
を
示
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
二
資
料
に
お
け
る
個
々
の
和
語
に
対
す
る
漢
字
表
記
の

実
態
を
・
更
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
両
者
に
共
通
す
る
和
語
に

つ
い
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
両
者
の
漢
字
表
記
の
異
同
を
観
察
す
る

こ

と

に

す

る

。

l

l

両
者
で
共
通
す
る
和
語
は
m
語
で
あ
る
。
こ
の
豊
田
の
和
語
と
そ

れ
に
対
応
す
る
漢
字
表
記
と
の
関
係
は
、
二
資
料
の
間
で
の
異
同
に

よ
っ
て
分
煩
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。
　
　
　
▼
′

第
二
甲
両
者
と
も
一
種
類
の
同
じ
漢
字
で
表
記
す
る
場
合
。

．
（
例
、
・
ア
キ
は
、
と
も
に
「
秋
」
字
で
表
記
す
る
。
）

第
二
煩
　
両
者
の
間
で
二
種
類
以
上
の
漢
字
表
記
が
共
通
す
る
場

朝
敵
馴
和
泉
往
来
の
撃
の
用
法
に
つ
い
て
（
来
田
）

∵
　
　
　
合
。
　
　
　
、
　
　
　
l

①
種
類
が
全
く
」
致
す
る
も
の
。
（
例
、
ス
デ
ニ
は
共
に
「
己

・
既
」
±
字
で
表
記
す
る
。
）

．
②
両
者
に
二
一
種
類
以
上
の
共
通
の
漢
字
が
存
し
、
か
つ
そ

れ
以
外
の
漢
字
表
記
も
存
す
る
も
の
。
（
例
、
コ
レ
に
対

し
て
・
高
山
寺
本
古
往
来
で
は
「
之
・
是
・
斯
」
の
三
字

が
存
す
る
が
、
．
和
泉
往
来
で
は
「
之
㌧
．
走
り
斯
・
此
」
の

一

　

　

　

　

　

　

　

一

四
字
で
あ
る
。

l
第
三
頬
　
両
者
の
問
で
」
一
種
煩
の
漢
字
表
記
だ
け
が
共
通
す
る

場
合
。

二
　
①
一
方
の
資
料
に
、
そ
の
共
通
す
る
漢
字
し
か
存
し
な
い
。
．

（
例
、
．
古
往
来
で
は
ゴ
ト
シ
を
「
如
・
等
」
の
二
字
で
表
記

す
る
が
、
和
泉
往
来
で
は
「
如
」
l
字
一
字
の
み
存
す
る
。
）

．
②
両
者
共
に
二
種
類
以
上
の
漢
字
表
記
が
存
し
、
う
ち
一
種

類
の
漢
字
が
共
通
す
る
も
の
。
（
例
、
「
ト
ル
」
に
対
し
て

和
泉
往
来
で
は
「
取
・
採
」
、
．
高
山
寺
本
古
往
来
で
は
「
取

・
執
」
が
存
す
る
。
）

第
四
類
　
両
者
で
表
記
が
全
く
異
な
る
場
合
。

①
両
資
料
と
も
、
一
種
類
だ
け
の
．
漢
字
表
記
が
存
す
る
も

七
五



哺
諦
削
和
泉
往
来
の
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
（
来
田
）

の
。
（
例
、
コ
ト
．
ハ
に
対
し
て
は
、
和
泉
往
来
で
は
「
言
」

字
が
、
高
山
寺
本
古
往
来
で
は
「
詞
」
字
が
宛
て
ら
れ
る
。
）

．
．
②
二
種
類
以
上
の
漢
字
表
記
が
存
す
る
も
の
。
（
例
、
和
泉

．
往
来
で
は
、
イ
ハ
ム
ヤ
を
「
矧
」
字
で
表
記
す
る
が
、
高

山
寺
本
古
往
来
で
は
「
況
・
況
故
」
の
二
種
類
の
表
記
が

．
存
す
る
l
。
）
．
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
－

実
例
は
後
に
掲
げ
る
が
右
の
四
種
類
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
を

ま
と
め
る
と
、
次
の
一
よ
う
に
な
る
。

七
六

こ
の
表
か
ら
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
即
ち
、
両
者
で
漢

字
表
記
の
種
類
が
全
く
一
致
す
る
も
の
（
一
類
と
二
煩
の
①
）
は
2
0
4

語
で
、
全
体
の
6
4
％
に
当
る
。
両
者
で
六
割
以
上
の
和
語
が
同
じ
漢

字
で
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
類
の
②
と
三
類
に
属
す
る
も

の
に
お
い
て
は
、
一
方
に
存
し
な
い
漢
字
表
記
が
存
す
る
わ
け
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
そ
の
漠
等
表
記
が
担
う
は
ず
の
語
義
が
た
ま
た
ま
一

方
の
資
料
に
存
し
な
い
た
め
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
が
当
然
考
え

ら
れ
ュ
う
。
こ
の
．
よ
う
な
こ
と
は
「
第
四
煩
に
つ
い
て
重
あ
り
得
る

こ
と
で
あ
る
。
・
そ
こ
で
、
以
下
、
各
煩
ご
と
に
個
々
の
用
例
に
つ
い

て
、
和
語
の
意
味
と
そ
れ
に
対
応
す
る
漢
字
表
記
と
い
う
観
点
か
ら

検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
両
者
と
も
、
一
種
頚
の
同
上
漢
字
で

表
記
す
る
も
の
。

本
節
の
用
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
和
泉
往
来
で
仮
名
が
付
さ

れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
仮
名
追
い
等
を
そ
の
ま
ま
表
記
す
る
。
推

読
し
た
場
合
は
そ
れ
を
（
　
）
．
で
く
く
っ
て
示
す
。
又
漢
字
に
0
印

を
付
し
た
も
の
は
訓
漢
字
に
合
致
す
る
も
の
。
以
下
同
じ
。
）

〔
名
詞
〕
　
二
′
キ
0
秋
　
ア
シ
。
足
　
（
ア
ヰ
ナ
）
　
へ
シ
青
滑
（
イ



タ
）
リ
0
至
　
イ
ト
ナ
ミ
営
．
（
イ
へ
）
。
家
　
（
イ
）
P
O
色
l

（
イ
ロ
イ
こ
色
々
　
（
イ
マ
）
。
今
　
ウ
シ
0
苧
　
ウ
マ
。
馬
　
ウ

レ
へ
△
悠
　
（
オ
イ
）
△
老
　
ヲ
モ
ヒ
△
思
　
（
カ
ガ
ミ
）
0
鏡
　
カ

ギ
リ
限
　
カ
ゼ
0
風
　
カ
タ
0
肩
　
（
カ
バ
）
0
河
　
（
カ
ミ
）
妖

カ
ミ
髭
　
キ
ヌ
衣
　
キ
ヌ
。
約
．
人
ク
モ
）
。
雲
　
ク
ラ
×
鞍
．
ク

ル
マ
0
率
　
（
ク
レ
ナ
ヰ
）
紅
　
コ
コ
ロ
ザ
シ
志
　
（
コ
ト
）
．
。
事

コ
ロ
ヲ
ヒ
比
　
（
サ
ケ
）
0
酒
　
（
タ
）
メ
。
為
．
（
ツ
カ
ヒ
）
重

任
　
ツ
キ
〇
月
．
ツ
ミ
罪
　
ソ
ト
。
外
▼
　
（
ト
コ
ロ
ド
コ
こ
所
々
l

コ
p
l
r
ツ

ト
シ
0
年
　
ト
シ
コ
ロ
頃
年
　
下
ノ
。
革
ナ
。
名
．
．
．
．
ナ
ゲ
キ
△
款

ナ
ミ
ダ
沸
ニ
シ
キ
0
錦
　
（
ヌ
ヒ
モ
ノ
）
縫
物
　
l
ノ
コ
ソ
遺

ノ
リ
モ
ノ
乗
物
　
ハ
菜
l
l
ハ
ヂ
△
址
　
ハ
ナ
0
花
　
（
ハ
ル
）
春

（
ヒ
）
0
日
　
（
ヒ
ト
）
。
人
．
（
ヒ
ト
ビ
ト
）
人
々
　
（
フ
ユ
）

冬
　
（
ホ
カ
）
外
・
・
マ
コ
ト
。
誠
・
l
（
マ
ツ
）
リ
○
祭
　
々
ヱ
（
前
）

ミ
0
身
．
（
ム
カ
シ
）
　
0
昔
　
ム
ネ
宗

（
モ
ノ
）
。
物
　
（
モ
ロ
モ
ロ
）
．
〇
講

マ
）
0
山
ユ
・
ト
、
。
弓
人
ヨ
）
0
位

（
ヨ
ネ
）
。
米
　
ヨ
ハ
イ
齢
′
ヨ
ル
夜

〔
動
詞
〕
　
（
ア
）
グ
0
上
　
ア
タ
フ
能

イ
タ
ハ
ル
労
　
イ
ヅ
0
出
．
イ
ル
〇
人

ム
ネ
0
旨
モ
ノ
者
∴

．
．
（
ヤ
ナ
ギ
）
○
柳
（
ヤ

ヨ
一
コ
フ
ヱ
隙
笛
・
ヨ
シ
由

｛
代
名
詞
〕
．
（
ソ
）
レ
其

7
7
敢
（
イ
）
ダ
ス
出

ウ
得
ウ
シ
ナ
ウ
O
．
失

鵬
酢
馴
和
泉
往
来
の
撃
の
用
法
に
つ
い
て
（
来
田
）

ウ
ツ
ル
移
　
ヲ
ク
ル
送
　
▼
ヲ
チ
ル
▼
○
落
．
ヲ
ネ
ロ
ク
驚
．
．
カ
フ
飼
　
l

キ
コ
ユ
開
　
キ
久
ル
釆
　
キ
ル
首
∵
ク
ワ
ダ
ツ
0
企
　
（
ク
）
・
ハ
ウ

加
　
ク
ル
蕃
　
シ
ノ
ブ
忍
　
シ
リ
ゾ
ク
退
　
シ
ル
。
知
　
タ
ア
堪

ダ
マ
ハ
ル
賜
　
タ
マ
フ
賜
　
タ
ル
。
垂
　
ツ
ク
ル
。
蕗
　
（
テ
ラ
）

ス
△
照
　
ト
ク
解
　
ト
グ
迷
．
ト
ブ
一
丁
フ
訪
．
ニ
ル
似
l
ノ
ゾ
ム
臨

′
ゾ
ム
望
　
（
ハ
ス
）
馳
二
ナ
ル
離
　
ハ
・
ハ
カ
ル
酢
。
ハ
ブ
ク
省

ア
経
．
プ
一
ル
燭
．
イ
カ
ス
任
　
マ
ジ
バ
ル
交
　
マ
ジ
ウ
交
．
マ
ツ
待

人
グ
デ
ス
廻
　
身
ツ
0
・
持
　
モ
テ
ア
ソ
ブ
l
畢
ヨ
念
竺
㌢
カ
ツ
△

分
・
（
ヮ
キ
‡
フ
準
　
〔
形
容
詞
〕
．
（
オ
）
ナ
ジ
同
・
九
タ
シ
ケ

ナ
シ
恭
　
ク
．
ラ
シ
。
暗
・
ツ
タ
ナ
．
シ
拙
・
（
ト
ホ
）
・
シ
○
遠
　
（
ム

ナ
）
シ
0
空
．
〔
形
容
動
詞
〕
　
ア
キ
ラ
カ
ナ
リ
○
明
　
ア
ザ
ヤ
九

ナ
リ
鮮
l
イ
サ
サ
カ
ナ
リ
0
聯
　
シ
ズ
か
ナ
リ
静
　
ツ
ブ
サ
ナ
リ
具

マ
レ
ナ
臣
希
．
ヮ
．
ツ
カ
ナ
リ
縫
　
ヲ
P
カ
ナ
リ
　
愚
ニ
ナ
マ
ジ
ヰ
ナ

リ
怒
　
〔
副
詞
〕
∴
（
ア
タ
．
カ
モ
）
宛
　
ア
孟
且
　
ア
へ
テ
敢
　
ア
ラ

カ
ジ
メ
預
∴
ィ
マ
ダ
未
二
（
イ
）
ヤ
シ
．
ク
．
重
荷
二
ノ
ィ
ヨ
■
ヨ
弥

（
オ
ノ
オ
ノ
）
。
各
　
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
自
　
ヲ
ヨ
ス
凡
　
カ
サ
ネ
テ
重

か
ツ
カ
ツ
且
　
人
カ
ナ
）
ラ
ズ
。
必
　
コ
ト
ゴ
ト
ク
悉
　
サ
キ
ニ
先

サ
ラ
ニ
牢
　
シ
カ
シ
ナ
ガ
ラ
併
　
シ
キ
年
二
頻
・
・
シ
バ
・
シ
バ
歴
　
ス

べ
∴
刀
ラ
ク
須
　
ソ
モ
ソ
モ
抑
′
ク
マ
ク
マ
適
　
（
ナ
カ
）
千
（
．
ツ
キ
）

七
七



監
監
和
泉
往
来
の
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
（
釆
田
）

テ
就
中
】
．
ミ
ツ
カ
ラ
自
主
．
シ
若
　
ヨ
P
シ
ク
　
宜
　
〔
連
体
詞
〕

イ
パ
イ
ル
所
謂
　
（
ク
ダ
ソ
ノ
）
華
・
サ
リ
シ
去
　
〔
接
続
詞
〕

（
ア
ル
イ
）
　
ハ
l
或
・
カ
ツ
ウ
ハ
且
．
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
加
之
　
シ
カ
一

リ
ト
（
イ
へ
ド
モ
）
錐
〓
然
一
．
シ
ー
カ
レ
ド
モ
然
而
　
シ
カ
レ
．
ハ
然
　
タ

ダ
シ
○
但
．
〔
助
動
詞
〕
l
タ
マ
フ
○
給
　
ク
リ
為
　
（
ナ
リ
）
　
0
也

ラ
ル
0
被
　
二
助
詞
〕
　
（
イ
へ
）
・
ド
．
そ
．
〇
雄
．
カ
0
欺
　
ガ
之
．
ト

×
奥
∵
ナ
ガ
う
．
。
乍
∵
ハ
著
．
ハ
．
者
．
（
ヲ
モ
チ
）
テ
○
以
．
．
（
エ

コ
）
l
テ
○
依
　
〔
接
辞
〕
　
ア
ヒ
0
相
．
二
オ
ホ
ム
）
御
　
（
．
コ
ト
ニ
）

毎
・
（
ラ
）
等
　
以
上
一
九
四
語

．
1
以
上
の
望
脚
は
、
両
者
と
も
に
二
種
類
の
同
じ
漢
字
で
表
記
さ

れ
て
い
・
る
も
の
で
あ
る
。
土
．
こ
に
属
す
る
望
提
全
晋
の
う
ち
の

53
．
％
に
あ
た
る
。
二
資
料
で
共
通
す
る
こ
れ
ら
の
和
語
に
対
す
る
漢

6字
表
記
が
ど
の
よ
う
に
固
定
化
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
知
る
た
め
に

⑳

「
訓
漢
字
」
と
比
較
す
る
と
、
「
訓
漢
字
」
と
漢
字
表
記
が
一
致
す
る

も
の
（
0
印
を
付
し
た
も
の
か
尚
、
△
を
付
し
た
も
の
は
、
訓
漢
字

と
1
動
詞
形
対
名
詞
形
、
・
自
動
詞
形
対
他
動
詞
形
と
い
う
違
い
の
あ

る
も
の
．
で
、
今
、
こ
れ
に
屈
す
る
も
の
を
含
め
る
）
は
7
3
語
存
し
、

タ
一
7

表
記
の
異
な
る
も
の
　
（
▼
×
印
を
付
し
た
も
の
）
は
「
鞍
」
　
（
訓
漢
字

で
は
「
増
」
）
「
輿
」
（
訓
漢
字
で
は
「
及
」
）
竺
一
語
に
過
ぎ
な
い
こ

七
八

と
が
分
か
る
。
こ
の
事
実
は
、
こ
れ
ら
第
一
類
の
和
語
に
対
す
る
漢

字
表
記
が
、
す
で
に
固
定
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

五
、
両
者
に
、
二
種
類
以
上
の
共
通
の
漢
字
表
記

が
存
す
る
場
合

．
①
両
者
で
漢
字
の
表
記
と
種
類
が
全
く
一
致
す
る
も
の
。

∴
以
下
に
、
そ
の
全
例
を
掲
げ
る
。
（
漢
字
の
下
の
算
用
数
字
は
、

二
例
以
上
存
す
る
場
合
の
用
例
数
で
あ
っ
て
、
数
字
を
○
で
包
ん
だ

方
は
高
山
寺
本
古
往
来
に
二
例
以
上
存
す
る
場
合
。
以
下
同
じ
。
）

〔
名
詞
〕
　
コ
コ
ロ
心
1
3
⑤
・
悟
2
・
意
2
．
◎
l
 
l
〔
代
名
詞
〕
　
コ

（
コ
）
レ
．

レ
之
1
1
⑳
・
是
9
㊧
・
斯
　
〔
動
詞
〕
ア
ラ
ズ
不
2
②
・
非
5
㊥

7
－
リ
有
1
5
⑳
・
在
1
6
⑳
　
l
ウ
ケ
ク
マ
ハ
ル
永
⑳
・
奉
②
　
タ
ダ
ル
降

3
②
・
下
③
　
ス
為
6
⑳
・
欲
2
－
②
　
〔
副
詞
〕
　
ス
デ
ニ
巳
4
⑯
・

既
2
　
〔
助
動
詞
〕
ズ
不
2
6
㊥
・
未
1
1
⑬
　
〔
助
詞
〕
ニ
干
⑬
・
於

2
⑬
一
以
上
十
語
．

以
上
の
1
0
語
は
、
そ
れ
が
表
記
さ
れ
る
漢
字
の
種
類
ま
で
一
致
す

る
も
の
で
あ
り
、
前
節
で
掲
げ
た
、
一
つ
の
和
語
に
対
応
し
て
表
記



さ
れ
る
漢
字
が
一
種
類
で
あ
っ
た
類
に
準
ず
渇
も
の
で
あ
る
。
一
つ

の
私
語
に
対
し
て
、
両
者
の
問
に
二
毯
以
上
の
漢
字
表
記
が
存
す
る

啓
一
積
の
な
か
で
は
、
毯
煩
ま
で
も
が
両
者
で
一
致
す
る
と
い
う
意

味
に
お
い
て
、
最
も
固
定
的
な
漢
字
表
記
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

｛
し
ろ
で
、
l
こ
の
よ
う
に
、
一
つ
の
和
語
を
表
記
す
る
の
に
、
二

種
以
上
の
漢
字
表
記
が
両
者
に
共
通
し
て
存
在
す
る
場
合
、
そ
れ
ぞ

れ
の
漢
字
は
、
い
か
な
る
理
由
に
ょ
っ
て
選
択
さ
れ
表
記
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
そ
れ
を
検
討
す
る
。

ア
リ
（
有
1
7
⑳
・
在
1
6
㊥
）

字
の
用
例
の
う
ち
に
「
有
」
字
の
用
法
に
通
ず
る
も
の
が
存
す
る
。

「
璧
表
．
於
在
㌢
巌
賢
左
に
ハ
．
チ
）
こ
（
1
7
1
「
－

「
巳
上
縫
物
ノ
堅
牢
泥
障
こ
．
（
翌
∵
．
二
一

二
l
・
　
　
　
一

右
の
如
き
用
例
で
あ
り
、
全
部
で
六
例
存
す
る
。
丈
、
適
正
、
「
有
」

一

、

　

　

　

　

　

　

　

・

　

　

　

．

．

‥

‥

字
の
用
例
の
中
に
・
「
在
」
字
の
・
用
法
に
通
ず
る
軒
の
．
も
存
l
す
る
。
一

こ
れ
は
、
次
の
一
例
だ
け
で
あ
る
。

1

　

　

　

一

和
泉
往
来
に
於
て
、
「
在
」
字
は

前
賢
媚
餐
三
．
む
賢
9
襟
ご
今
（
1
3
）

ハ
ィ
【
′
ヱ
ィ

「
俳
佃
　
（
左
に
タ
チ
ヤ
ス
ラ
フ
）
磐
軒
有
一
髪
㌢
（
聖

一

　

　

　

　

　

　

　

L

和
泉
往
来
に
於
け
る
「
有
」
字
と
「
在
」
字
と
の
以
上
の
㌧
ぅ
な

用
法
上
の
特
徴
は
、
古
往
来
に
於
け
る
．
こ
れ
ら
の
二
字
の
用
法
に

も
、
よ
く
同
じ
よ
l
㌢
に
認
め
ら
れ
る
。

久
ダ
．
ル
（
下
③
L
降
3
②
）

－

一

へ

　

，

，

■

ウ

ー

l

「
内
（
任
ぎ
垂
字
一
外
在
人
罷
」
（
空
　
　
　
l
l

シ

ソ

ツ

ソ

．

一

，

．

一

　

　

　

ハ

「
事
々
在
二
面
こ
（
警
「
諸
事
政
男
口
」
（
翌

の
如
く
「
三
在
り
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
（
右
の
他
七
例
省
略
）

一
方
「
有
」
字
の
方
は
、

レ

イ

ツ

ク

7

リ

カ

ス

　

　

　

リ

ワ

タ

タ

シ

ノ

十

．
「
例
践
有
員
一
」
（
4
）
有
こ
私
：
奴
（
左
に
．
シ
タ
ツ
）
こ
（
吾

「
猶
有
二
鞄
鮎
即
射
之
習
P
．
（
撃
・

の
如
く
「
ガ
有
り
」
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
て
（
他
に
十
二
例
省
略
）

「
在
」
字
と
の
問
に
用
法
上
の
区
別
が
認
め
ら
れ
る
。
但
し
、
「
在
」

監
監
和
泉
往
来
の
撃
の
用
法
に
つ
い
て
（
来
田
）
．
・

和
泉
往
来
で
は
ヾ
　
ク
ダ
ル
と
い
う
和
語
の
表
記
に

の
二
字
を
宛
て
る
が
、

こ
の
例
で
は
「
下
向
」

タ
は
ア
ー
ク
．
ツ

「
押
下
官
従
宣
下
〓

「
下
」
字
の
方
は
次
の
例
、

の
意
味
で
用
い
ら
l
　
れ
て
い
l
る
。

「
下
」
　
「
降
」

一
外
で
あ
を
が

チ

ソ

七

イ

二

鎮
西
こ
（
6
5
）

l
一

一
方
l
「
降
」
字
町
方
は

タ
ソ
二
∵
ヤ
ク
ヤ
ク
タ
ダ

「
暖
房
硝
　
降

タ
ダ
チ
▼
　
　
ヤ
ー
ー

「
雨
降
　
平
野
一

ル

」（告
」（聖

「
良
ク
訃
聖
ル
輿
」
（
1
4
。
）



監
監
和
泉
往
来
の
に
漢
字
の
用
法
つ
い
て
（
栗
田
）

の
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
∵
天
然
現
象
に
つ
い
て
の
ク
ダ
ル
の
意
で

鳳
い
ら
れ
て
い
る
。

右
の
和
泉
往
来
で
の
↓
下
」
宇
土
「
降
」
字
と
の
用
法
上
の
区
別

は
、
．
古
往
来
に
於
け
る
こ
れ
ら
の
二
字
の
用
法
上
の
区
別
・
に
一
致
し

て
い
る
。

ス
人
為
6
⑳
・
欲
2
②
）
▼

和
泉
往
来
に
於
て
「
為
」
字
の
方
は
∵

ス

　

キ

ヰ

ノ

ト

　

　

　

　

ス

セ

ソ

ト

「
為
服
∵
こ
（
6
）
　
「
為
．
膳
こ
（
6
）

ス
　
ヨ
ウ
カ
サ
二
7

「
為
已
勇
堪
（
左
に
ク

ワ
ウ
リ
ヤ
ク
ス
そ
．
ノ
・
不
詳
）
」
（
3
1
）

邑
（
響
∴
　
▼
．

「
為
一
哀
ご
（
響
「
為

イ

カ

ヽ

七

▲

の
如
く
、
体
言
の
上
に
置
か
れ
る
。
他
に
一
例
「
何
為
」
（
3
0
）
が

あ
る
。一

方
「
欲
」
字
の
方
は

ス

レ

ハ

　

’

モ

7

ケ

▲

ト

「
欲
呈
　
趣
〓

餐
」
（
1
7
1
）
l

ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
レ
ハ
　
ク
，
ソ
イ
ナ
　
　
ト
　
　
ソ

任
－
国
こ
（
2
9
）
　
「
欲
呈
　
退
1
而
背
l
二
道

の
如
く
動
詞
の
上
に
置
か
れ
「
ム
寸
ス
」
．
と
い
う
表
現
で
用
い
ら
れ

．
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
為
」
字
と
「
欲
」
字
と
の
問
の
用
法
上
の

違
い
は
、
l
古
往
来
に
於
て
も
、
．
同
様
に
認
め
ら
れ
る
。
こ

ズ
　
（
不
2
6
㊥
・
未
n
⑳
）

八
〇

和
泉
往
来
に
於
て
も
、
古
往
来
に
於
て
も
、
二
不
」
字
の
方
は
、

通
常
の
否
定
表
現
に
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
て
「
未
」
字
は
「
未
然
」

の
意
の
否
定
表
現
の
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。

ニ
（
干
⑲
・
於
2
⑬
）

＿

和
泉
往
来
で
は
、
「
干
」
字
の
方
は
「
不
興
」
（
聖
の
例
が
一

例
の
ネ
存
す
る
。
古
往
来
で
も
、
「
干
」
字
は
、
「
干
今
」
と
い
う
例

イ
タ
ル

の
他
に
は
、
動
詞
「
至
」
の
下
に
あ
っ
て
「
至
干
」
と
い
う
形
で
の

み
用
い
ら
れ
、
限
定
さ
れ
た
表
現
に
於
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
方
「
於
」
字
の
方
は
、
和
泉
往
来
に
も
、
古
往
来
に
も
、
動
詞

の
下
に
置
か
れ
て
、
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
和
泉
往
来
の
例
を
一

例
掲
げ
て
お
く
。
．

ハ
イ
ツ
ナ
　
ノ
　
†
き
’
　
　
†
ソ

「
拝
月
眉
於
一
読
儲
粟
之
聖
。
一
ご
響

コ
コ
P
　
（
心
1
3
⑤
・
悟
2
・
意
）

古
往
来
．
に
於
て
は
「
心
」
字
は
、
広
く
「
心
神
」
一
般
の
意
の
コ

J
 
P
に
宛
て
ら
れ
．
る
。
「
楕
」
字
と
「
意
」
字
と
に
つ
い
て
は
、
一

ノ

コ

コ

■

　

▼

力

⊥

〓

7

コ

コ

■

．

1

例
ず
つ
存
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
事
情
」
「
任
　
意
　
こ
と
い

う
例
が
み
ら
れ
る
。
和
泉
往
来
の
方
で
も
「
心
」
字
の
場
合
は
、

「
笹
的
髭
」
．
（
撃
「
新
友
之
心
」
（
聖
「
解
酔
之
心
」

ツ
ソ
イ
ウ



（
禦
「
至
心
こ
（
空
「
靴
鴬
」
（
竪
恕
ホ
ス
㌢
（
豊

l
カ
′
　
’

－

　

　

1

、

　

　

　

　

　

　

一

　

　

∴

．

．

「
釈
㌢
（
撃
一
「
凰
ぎ
（
響
「
l
聖
霊
（
璧
「
心
ノ

野

（

響

一

　

　

　

l

エ

▲

〈

　

　

　

シ

ノ

キ

ム

く

ウ

ケ

タ

マ

ハ

ル

　

ヲ

「
道
々
国
司
　
近
々
承
　
　
之
こ

亜

の
如
く
、
広
く
l
用
い
ら
れ
て
い
る
。
l
I
一
方
、
「
情
」
字
は
一

「
胱
離
空
き
（
聖
「
前
例
有
二
人
情
こ
（
聖

．

レ

イ

　

，

　

ノ

ー

l

文
、
「
意
」
字
は
、
次
の
一
例
が
あ
る
。

「
聖
輿
イ
耐
軋
意
．
窮
整
（
響

「
情
」
字
、
「
意
」
字
に
つ
い
て
の
用
例
が
、
こ
の
よ
う
に
少
な

く
、
こ
れ
ら
三
種
の
漢
字
表
記
の
間
の
用
法
上
の
区
別
は
、
．
判
然
と

し

な

い

。

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　

1

・
二
種
類
の
漢
字
表
記
の
間
に
、
語
義
に
基
づ
く
区
別
が
認
め
ら
れ

な
い
も
の
と
し
て
l
、
次
の
二
語
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
l

ウ
ケ
タ
で
ハ
ル
（
承
⑳
・
率
②
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

．
古
往
来
に
於
て
は
・
ウ
ケ
ク
マ
ハ
ル
を
表
記
す
る
「
堅
字
．
「
賢

字
の
間
に
、
用
法
上
の
区
別
は
認
め
ら
れ
な
い
。
両
字
は
、
相
通
じ

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
和
泉
往
来
に
於
て
も
、
次
に
例
を
掲
げ
る
よ

う
に
、
－
古
往
来
の
場
合
と
同
様
、
用
法
上
の
区
別
は
な
い
よ
う
で
あ

る。．

鵬
新
郎
和
泉
往
来
の
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
（
来
田
）

’
フ
ナ
．
1
　
サ
ケ
よ
二
T
ハ
ス

「
具
　
李
．
芳
命
宇
野

一

　

　

　

　

　

一

ス
デ
ニ
（
已
4
⑲
・
既
2
）
二
　
）

和
泉
往
来
で
は
「
已
」
字
が
四
例

F

　

　

　

　

　

　

　

へ

ト

㌧

ナ

　

　

　

　

タ

；

リ

「
旬
月
已
聖
（
聖
「
面
輝
久
l
担
．
〔
原
本
「
巴
・
清
談
巳
絶
」

ウ

’

ヒ

十

　

ソ

　

　

フ

ヲ

（
聖
「
已
謡
享
楽
之
賦
一
」
云
誓
「
＋
∴
！
∴
＋

「
野
㌢
如
意
㌢
撃
（
望

「
既
」
字
の
方
は
、
．
次
の
二
例
・

タ

ソ

　

　

シ

二
両
丁
談
既
久
」
（
3
）
「
朝
出
輿
既
讐
毒
孟
）
一

が
存
す
る
が
、
二
種
の
漢
字
表
記
の
間
に
、
－
用
法
上
の
差
は
認
め
難

い
。
古
往
来
に
於
て
も
、
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。

l
以
上
二
つ
の
和
乱
の
表
記
に
、
±
種
以
上
の
漢
字
が
対
応
し
て

．

い
る
場
合
で
、
漢
字
の
積
層
が
両
者
で
二
致
し
て
い
る
場
合
に
つ
い

▼

　

　

一

　

　

　

　

　

　

一

て
検
討
し
た
。
・
そ
の
結
果
、
二
つ
．
の
和
語
に
升
応
す
を
謹
、
あ
か

い
は
三
種
の
漢
字
の
表
記
の
間
の
用
法
上
の
特
散
も
亦
、
両
者
の
間

で
、
よ
く
通
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　

　

　

　

、

②
両
者
の
問
で
共
通
す
る
二
種
類
以
上
の
漢
字
表
記
が
存
し
、
か

八
一



端
酔
削
・
和
泉
往
来
の
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
（
東
田
）

つ
、
そ
れ
以
外
の
漢
字
表
記
も
存
す
る
も
の
。
（
共
通
す
る
漢
字

表
記
は
「
　
」
で
く
く
っ
て
示
す
。
∧
∨
は
資
料
名
。
）

（

コ

）

レ

　

　

　

　

　

　

（

コ

）

レ

〔
代
名
詞
〕
．
コ
レ
「
之
⑳
・
是
9
㊧
・
斯
」
＜
和
＞
此
5
〔
動
詞
〕

十
タ
ル
「
至
8
⑪
・
卸
」
＜
和
∨
皆
＜
古
∨
迄
　
ィ
．
フ
「
謂
3
②
・

言
・
云
⑨
」
＜
和
V
稀
　
オ
モ
ア
「
思
4
⑤
・
欲
8
⑱
・
懐
」
大
和
＞

憶
＜
古
＞
念
・
．
ヒ
テ
ク
「
開
③
・
披
③
」
＜
和
＞
排
　
〔
形
容
詞
〕

ナ
シ
「
無
1
2
⑬
・
元
6
㊨
」
l
∧
古
∨
勿
　
〔
助
動
詞
〕
ベ
シ
「
可
⑬

・
須
⑥
」
＜
古
∨
應
　
以
上
八
語

以
下
に
、
両
者
で
共
通
す
る
漢
字
表
記
に
主
と
し
て
注
目
し
」

両
者
の
間
で
用
法
上
、
何
如
な
る
異
同
が
認
め
ら
れ
る
か
を
検
討
す

る

。

　

．

－

コ
レ
（
「
之
1
0
⑳
・
是
9
⑳
・
斯
」
＜
和
＞
此
5
）

和
泉
往
来
で
は
「
之
」
字
は
十
例
存
し
、
す
べ
て
動
詞
の
下
に
位

八
二

レ

　

ナ

シ

　

　

　

キ

ヨ

ハ

イ

　

l

一

レ

「
下
官
是
同
」
（
2
2
）
　
「
魚
見
天
下
是
希

カ
　
　
ス
ソ
【
ク
ワ
〕
イ
コ
、
F
q
T
夕

封
（
聖
「
和
歌
長
途
l
惧
快
」
（
8
7
）

（93）

ナ
サ
　
　
　
　
　
ツ
ソ
コ
ソ
　
レ

」
（
6
1
）
長
官
是

レ

一

′

セ

リ

「
皆
是
達
　
也
」

l
l
テ
ソ
　
タ
イ
セ
＜
シ
∨

ま
た
主
語
に
立
つ
。

ト
モ
ヒ
　
七
ウ
ナ
リ
ー

．
「
是
雄
二
微
少
】
　
」

「
是
亦
為
臣
挑
こ
l
汰

喜
。
。
壬
」
（
竪

（
響
「
兵
学
鳴
呼
之
言
】

バ
ツ
が
八
つ
∨
即
製
於
勘
】
ぎ
（
望

匿
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

．

カ

十

’

▲

　

7

　

　

　

　

ホ

ウ

カ

ウ

　

ヲ

ノ
　
「
何
日
努
こ
之
こ
（
2
2
）
「
率
l
南
呈
之
一
」
（
4
7
）

（
響

．
9

（22）
へ
（
▲
）

忘
〓

「
率
之
」
」
（
璧
「
謹
以
率
ス
之
ご
（
響

ホ

ク

ス

　

’

「
孝
二
之
こ

ウ

ケ

’

†

ハ

ル

　

　

7

「
承
　
之
こ

ル

　

　

　

　

　

　

レ

ノ

一

1

↓
進
ソ
賢
一
ご
撃
「
皆
上
菅
之
中
」
（
警
「
何
時

ヌ

ヽ

†

ウ

r

　

．

1

之
一
㌢
（
聖
「
欲
を
　
之
こ
（
聖

「
是
」
字
は
、
主
語
と
述
語
と
の
問
に
位
置
し

「
斯
」
字
は
「
千
一
l
壁
」
（
聖
と
熟
合
し
た
形
で
用
い
ら
れ
て
い

る
。
．右

の
よ
う
な
三
字
の
用
法
は
、
．
古
往
来
に
於
け
る
こ
れ
ら
の
三
字

の
用
法
に
そ
れ
ぞ
れ
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
「
斯
」
字
は
、
古
往

コ
レ
．
1

来
で
も
、
「
コ
レ
ニ
」
と
い
う
熟
語
の
表
記
に
用
い
る
。
「
於
－
斯
」

（4））な
お
、
コ
レ
を
表
記
す
る
漢
字
と
し
て
和
泉
往
来
に
の
み
存
す
る

「
此
」
与
は
、
主
語
に
立
ち
（
「
是
」
字
の
用
法
に
通
ず
る
）

チ
ソ
フ
ァ
　
　
ー
l
一
　
ツ
ナ
’
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
y
 
L
T
ウ
ノ
　
　
ヒ
　
カ

「
今
此
珍
物
世
途
無
二
受
こ
（
5
9
）
　
「
若
此
　
桔
∵
貫
妃
之
後
身

タ

’

ク

ナ

イ

欺
」
（
9
1
）
　
「
此
等
為
二
位
こ
（
7
7
）

ま
た
動
詞
の
下
．
に
位
置
し
、
補
語
を
表
わ
す
コ
レ
を
表
記
す
る
。

｛
「
之
」
字
の
用
法
に
通
ず
る
）
　
　
　
一

▲

カ

ヘ

’

－

－

　

　

　

’

，

，

l

一

「
万
1
人
封
二
　
此
こ
（
卯
）
　
「
酋
在
〓
此
一
」
（
6
3
）
イ
タ
ル
　
（
「
至



4
㊥
・
到
」
＜
和
∨
空
＜
古
＞
迄
）

和
泉
往
来
に
於
て
「
至
」
字
は
「
時
間
的
経
過
」
を
表
わ
す
イ
タ

ル
を
表
記
す
る
。

「
事
喝
㌘
（
響
「
髭
お
雲
（
璧
「
雪
ハ
翳
－
一

シ

ソ

コ

ソ

　

V

イ

タ

，

（
左
に
ユ
ウ
サ
リ
ノ
ト
キ
ニ
）
こ
　
（
お
）
　
「
艮
昏
是
至
」

．（畑）

一
方
、
「
到
」
字
は
「
空
間
的
移
動
」
を
表
わ
す
イ
タ
ル
を
麦
記
し

て
い
る
。’

．

・

　

　

　

d

’

イ

′

ル

　

　

一

－

「
従
こ
大
・
河
尻
一
到
二
浮
江
口
こ
（
7
4
）

但
し
、
「
至
」
字
が
「
到
」
字
に
通
ず
る
意
味
で
用
い
ら
れ
る
例
が

一
例
存
す
る
。

コ

エ

ナ

　

’

’

ル

「
出
二
海
云
こ
河
こ
（
7
1
）

古
往
来
で
の
「
至
」
字
と
「
到
」
字
の
用
法
は
、
．
「
至
」
字
は
主

と
し
て
T
時
間
的
経
過
」
を
表
わ
す
の
に
用
い
、
「
到
」
字
は
「
空

間
的
移
動
」
を
表
わ
す
の
に
用
い
て
お
り
、
か
つ
、
「
至
」
字
の
用

例
に
は
、
「
到
」
字
の
用
法
に
通
ず
る
場
合
が
あ
り
、
両
者
で
、
こ

の
三
字
の
漢
字
表
記
は
、
よ
く
一
致
し
て
い
る
。

オ
モ
フ
（
「
思
4
⑤
・
欲
8
⑲
・
惧
」
＜
和
＞
憶
∧
古
＞
念
）

五
種
の
漢
字
表
記
の
う
ち
、
両
者
と
も
に
「
思
」
字
と
「
欲
」
字

監
監
和
泉
往
来
の
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
（
来
田
）

の
用
例
が
多
い
。
和
泉
往
来
で
は
「
思
」
字
の
方
は
、
．
次
の
用
例
を

み
る
。「

思
宕
ノ
夜
ノ
月
崇
響
「
雪
餐
遅
々
」
（
聖
「
喧
磐

【

タ

キ

）

ス

ル

シ

ソ

一

一

　

　

　

　

　

　

　

ト

⊥

′

ツ

（
中
略
）
帰
日
　
其
呈
之
聖
ヲ
」
（
1
4
7
）
「
蛙
思
一
元
益
（
左

に
ア
チ
キ
）
一
」
（
響

一
一
方
．
「
欲
」
字
は
、
動
詞
の
上
に
在
っ
．
て
」
　
「
ム
ト
オ
モ
フ
」
と
い

う
表
現
に
於
て
用
い
ら
れ
、
「
意
欲
」
の
意
を
表
わ
す
．

「
欲
三
人
二
枚
林
之
門
一
一
志
）
「
輿
警
ウ
酪
丁

．

ヲ

モ

7

　

　

ト

【

ク

ワ

）

イ

　

ワ

ッ

．
1

之
遺
こ
（
聖
等
。

「
惧
」
字
は
、
和
泉
往
来
で
は
（
一
例
）
、
・

・
「
事
外
l
一
重
撃
ハ
l
誓
雪
不
－
這
〔
聖

古
往
来
で
は
（
一
例
）

「
欲
四
撃
武
】
輿
」
（
聖

と
あ
午
両
者
の
例
は
、
と
も
に
「
念
思
」
の
意
を
表
わ
し
て
い

る
。以

上
の
如
く
三
種
の
漢
字
の
用
法
は
、
両
者
で
一
致
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。

ヒ
ラ
ク
（
「
開
③
い
披
③
＜
l
和
＞
排
）
－



報
醇
馴
和
泉
往
来
の
漢
字
の
用
法
に
つ
．
い
て
（
来
田
）

和
泉
往
来
で
は
．
「
開
」
「
技
」
「
排
」
の
主
字
が
と
う
ク
を
表
記
す

る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
一
一
例
ず
つ
．
で
あ

る
。

ミ

ナ

　

ぎ

ロ

コ

ブ

　

タ

ウ

ウ

へ

ニ

ヒ

ラ

タ

「
甘
歓
三
　
堂
上
　
開
〓

ヒ

ヲ

キ

　

ニ

　

　

　

ヲ

ハ
ナ
ノ

花
】
焉
」
（
撃

一
「
披
見
二
手
こ
．
（
聖
．
（
「
披
」
字
は
原
本
「
華
。
儲
写
）

姦
フ
野
つ
聖
賢
顆
ウ
ト
鵜
野
（
聖
　
－

古
往
来
で
．
む
「
閑
」
字
は
「
開
花
」
「
開
陳
」
「
開
封
」
の
麓
で
広
く

用
い
ら
れ
て
お
り
、
l
「
瞥
字
は
書
状
に
つ
い
て
「
披
見
」
の
意
で

用
い
ら
れ
て
お
り
、
両
者
で
共
通
の
漢
字
表
記
で
あ
る
「
開
」
「
披
」

の
二
字
は
、
用
法
も
亦
、
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
和
泉
往
来
に

の
み
存
す
右
・
「
排
に
字
は
「
（
門
ヲ
）
．
ヒ
ラ
タ
」
の
意
で
用
い
ら
れ

て
い
る
。

ナ
シ
（
「
無
1
2
⑲
・
元
6
㊨
」
＜
古
＞
勿
）
▼

ナ
シ
を
表
記
す
る
「
無
」
「
元
」
二
種
の
漢
字
の
問
に
は
、
両
者

と
も
に
、
．
全
l
く
区
別
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
古
往
来
の
方
に
の
み

存
す
る
「
勿
」
は
、
禁
止
表
現
に
用
い
ら
れ
て
い
一
る
。
－

ヨ
リ
｛
「
従
2
⑬
・
自
⑥
」
＜
和
＞
於
）

和
泉
往
来
で
は
ヨ
リ
の
表
記
に
「
従
」
「
自
」
「
於
」
の
三
字
を
用

い
て
い
る
。
「
従
」
字
は
．

八
四

ぎ
リ
　
ク
ア
ナ
ソ
セ
イ
　
ウ
　
ケ
ツ
　
カ
タ
シ
　
ト
ケ

「
押
下
官
従
三
下
こ
鎮
西
】
欝
結
難
〓
解
こ
（
6
6
）

ゴ

リ

　

　

　

リ

イ

タ

ル

　

　

　

．

一

「
従
二
大
l
河
尻
一
到
こ
津
江
口
こ
（
7
4
）

の
二
例
を
存
す
る
。
「
自
」
字
の
方
は
、
右
の
第
二
例
の
文
に
続
く

文
で
、

ヨ

．

y

　

カ

ヒ

イ

タ

ル

　

　

　

　

　

　

．

－

・
「
自
－
嘉
▲
飼
一
屈
（
左
に
ト
．
1
ッ
ク
）
ニ
犬
島
こ
（
空

と
用
い
ら
れ
て
い
る
。
対
句
表
現
の
中
で
「
従
」
字
と
「
自
」
字
と

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
と
も
に
、
「
空
間
」
の
起
点
を
表
わ
す
ヨ
リ

の
表
記
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
右
の
「
従
」
「
自
」

の
二
字
が
対
句
表
現
の
中
で
、
上
の
文
と
下
の
文
と
に
用
い
ら
れ
て

い
る
の
は
、
．
作
者
の
、
平
板
な
表
現
を
退
け
よ
う
と
す
る
意
志
に
基

つ
Y
も
の
（
遮
板
法
）
・
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
な
お
、
「
従
」

字
の
欄
例
の
竺
例
の
方
は
、
「
時
間
」
の
．
起
点
を
適
ら
わ
す
意
の

」
少
を
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
一

和
点
往
来
の
方
に
l
の
み
存
す
る
「
於
」
字
は
、
「
比
較
」
を
表
わ

す
m
リ
の
表
記
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。

一
一

べ
シ
（
「
可
1
8
⑳
・
須
2
⑥
」
＜
古
∨
應
）

和
泉
往
来
に
於
て
も
、
古
往
来
に
於
て
も
、
「
可
」
字
に
比
し
て

「
須
」
字
の
方
は
、
「
聖
，
′
あ
報
」
（
＜
和
＞
1
。
1
）
の
よ
う
に

へ
シ



「
ス
べ
カ
ラ
ク
・
・
・
べ
シ
」
と
い
う
「
須
要
」
の
意
を
表
わ
す
べ
シ
の

表
記
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
和
泉
往
来
と
古
往
来
の
両
者
の
紺
で
、
一
つ
の
和
語
に
対

し
て
二
種
賛
以
上
の
共
通
の
漢
字
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
を
観

察
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
両
者
の
問
で
共
通
す
る
二
種
以
上
の
漢
字

表
記
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
で
、
用
法
上
、
区
別
が
存
す
る
場
合

も
、
ま
た
、
区
別
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
で
も
、
両
者
の
問
で
相
通

ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

六
、
両
者
の
間
で
一
種
類
だ
け
の
激
辛
表
記
が
．

共
通
す
る
場
合

①
一
方
の
資
料
に
、
そ
の
共
通
す
る
漢
字
し
か
存
し
な
い
も
の
。

こ
の
和
泉
往
来
で
一
種
煩
の
漢
字
表
記
が
存
す
る
も
の
（
「
　
」

を
付
す
も
の
が
共
通
す
る
漢
字
表
記
）

〔
名
詞
〕
ア
ヒ
ダ
「
間
」
′
9
⑳
・
際
⑨
．
ヲ
ソ
レ
「
恐
」
②
・
l
慄

ト
ガ
「
各
」
・
過
　
ト
キ
「
時
」
5
⑥
・
節
③
・
起
．
ト
コ
ロ
「
所
」

1
0
⑳
・
虞
⑧
　
ト
モ
ガ
ラ
「
輩
」
2
③
倫
　
ハ
カ
リ
．
コ
ト
「
計
」
④

・
謀
　
（
ヒ
）
．
コ
ロ
「
自
著
」
②
・
日
来
②
・
日
比
・
〔
代
名
詞
〕

コ
ノ
「
此
」
1
6
⑳
・
之
⑤
　
〔
動
詞
〕
カ
ブ
ル
「
蒙
」
2
⑦
・
被

監
監
和
泉
往
来
の
撃
の
用
法
に
つ
い
て
（
来
田
）

カ
ヘ
ル
「
帰
」
・
還
　
タ
テ
マ
ツ
ル
「
奉
」
②
・
進
②
　
タ
ノ
ム
「
憑
」

4
②
・
帖
・
慣
　
ツ
グ
「
紐
」
・
次
　
ツ
ク
ス
「
轟
3
③
」
・
悉
②
・

喝
◎
　
ナ
グ
「
拠
」
．
・
投
　
l
ヒ
ク
「
引
」
③
・
琴
　
マ
ウ
ク
．
．
「
儲
」

2
②
・
設
　
モ
ラ
ス
「
洩
」
③
・
漏
．
ヮ
ス
ル
「
志
」
5
②
・
亡
．

（
ヲ
ハ
ル
）
「
了
」
⑬
・
畢
④
　
F
　
〔
形
容
詞
〕
　
ハ
ヤ
シ
「
早
」
9
③
・

．

駿
　
〔
副
詞
〕
カ
ク
「
此
」
3
⑮
・
斯
・
走
．
マ
サ
ニ
「
将
」
④
・

方
②
．
モ
寸
モ
「
尤
」
⑱
・
．
寂
⑥
・
最
②
一
．
〔
接
続
詞
〕
　
（
シ
カ

ル
）
ヲ
「
而
」
⑤
、
・
然
④
　
ナ
ラ
ビ
．
テ
「
井
」
⑳
・
並
②
　
　
〔
助

°

動
詞
〕
ゴ
ト
シ
「
如
」
1
5
⑮
l
・
等
　
〔
接
辞
〕
ガ
タ
シ
「
難
」
1
1
⑲

・
巨

的
高
山
寺
本
古
往
来
の
方
で
一
種
煩
の
漢
字
表
記
が
存
す
る
も

の
。

〔
名
詞
〕
イ
ト
マ
「
畷
」
・
遥
　
ウ
チ
「
内
」
2
∴
中
2
・
英
2
．
．

ウ
へ
「
上
」
2
．
⑥
・
表
3
一
l
カ
ズ
．
「
員
」
・
数
一
コ
へ
「
撃
」
4
・
吏

タ
チ
「
大
刀
」
2
長
刀
・
ト
モ
「
友
」
・
侶
　
ミ
チ
「
道
」
3
・
．
臥

・
迂
　
モ
ト
「
本
」
・
下
　
〔
動
詞
〕
ア
ヅ
カ
ル
「
預
」
．
乙
・
関

ラ
フ
ム
「
撰
」
・
揮
　
キ
ク
「
開
」
4
・
聴
　
ス
ス
ム
「
進
」
3
・

訂
　
シ
タ
ガ
ウ
「
随
」
4
・
逐
　
タ
ヅ
ヌ
「
尋
」
・
温
・
習
　
ハ
ラ

フ
「
彿
」
2
・
掃
∴
、
、
ル
「
見
」
1
6
・
祝
2
．
ム
カ
フ
「
向
」
4
・
′
－

八
五



覇
酔
馴
和
泉
往
来
の
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
（
来
田
）

封
．
モ
⊥
ム
「
求
」
・
．
糞
・
干
ユ
ク
「
往
」
2
・
之
　
ヨ
ロ
コ
ブ

「
悦
」
2
・
歓
　
〔
形
容
詞
〕
　
タ
カ
シ
「
高
」
3
h
・
蓼
　
チ
カ
シ

（

チ

カ

）

シ

　

　

　

　

　

ヘ

ヒ

サ

）

シ

「
近
」
．
隣
　
ヒ
サ
シ
「
久
」
4
・
尚
　
〔
形
容
動
詞
〕
ツ
．
て

ラ
カ
ナ
リ
「
詳
」
・
一
二
ニ
ワ
カ
ナ
リ
「
俄
」
・
（
墾
カ
l
l
〔
副
詞
〕

（
ナ
）
ヲ

コ
．
ト
ニ
「
殊
」
・
嘩
4
　
ナ
ヲ
．
「
癖
」
3
．
・
尚
2
　
ナ
ン
ゾ
「
何
」

3
・
奈
　
マ
ク
マ
タ
「
又
々
」
・
亦
復
∵
〔
助
動
詞
〕
　
シ
ム
「
令
」

⑳
・
倍
　
以
上
六
十
一
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

②
両
者
に
二
種
頬
以
上
の
漢
字
表
記
が
存
し
、
．
う
ち
一
、
種
類
の
漢

字
表
記
が
共
通
す
る
も
の
。

〔
動
詞
〕
一
テ
ク
「
過
」
2
・
l
＜
和
∨
値
・
＜
古
∨
逢
②
　
オ
ソ
ル

「
恐
」
2
②
・
＜
和
＞
畏
・
＜
古
∨
慄
戦
　
ト
ル
「
取
」
4
・
＜
和

＞
採
・
＜
古
＞
執
⑳
　
ハ
ヅ
「
恥
」
③
・
＜
和
＞
噺
2
・
＜
古
＞
辱

②
．
マ
ス
∵
「
増
」
③
・
＜
和
＞
益
・
＜
古
＞
倍
　
〔
副
詞
〕
．
ス
ナ

（
ス
ナ
ハ
）
チ

．
ハ
チ
「
則
」
4
⑨
・
＜
和
＞
便
・
＜
古
∨
即
⑥
　
マ
コ
．
ト
二
一
・
「
寛
」
・

②
・
＜
和
＞
特
・
＜
古
＞
良
・
誠
②
．
〔
接
琵
詞
〕
　
マ
ク
・
「
又
」
⑳

・
∧
和
＞
亦
3
・
＜
古
∨
也
　
以
上
八
語
∴

二
種
類
以
上
の
漢
字
表
記
が
存
す
る
う
ち
で
」
　
二
資
料
の
問
で
共

通
す
る
漢
字
表
記
が
一
種
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
原
因
に
つ
い

て
は
∵
今
後
の
調
査
に
侠
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
原

八
六

因
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
一
二
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
こ
と

と
す
る
。

一
つ
に
は
、
一
種
類
の
和
語
に
対
し
て
、
二
種
以
上
の
漢
字
表
記

が
対
応
し
て
い
て
、
L
l
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
は
互
い
に
和
語
の

語
義
の
種
々
の
領
野
を
分
担
し
て
、
語
義
差
に
基
づ
い
て
、
用
法
上

区
別
さ
れ
て
い
る
場
合
、
一
資
料
で
は
、
同
一
和
語
の
意
味
領
野
の

一
部
分
の
用
法
し
か
存
し
な
い
場
合
に
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
で
、

そ
の
他
の
俣
野
を
担
っ
て
い
る
漢
字
は
表
記
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
の
例
と
し
て
「
ト
コ
ヱ
に
対
す
る
漢

字
表
記
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ト
コ
ロ
を
表
記
す
る
の
に
古
往
来
で
は
、
「
所
◎
・
虎
⑧
」
の
二

字
宛
て
ら
れ
て
い
る
。
和
泉
往
来
で
は
、
「
所
1
0
」
字
の
み
で
あ
る
。

l
「
所
」
字
は
、
両
者
と
も
に
・
、
形
式
名
詞
の
「
ト
コ
こ
の
表
記
に

宛
て
ら
れ
る
。
古
往
来
に
存
す
る
「
成
」
字
は
、
「
場
所
」
の
ト
コ

ロ
と
、
前
件
の
行
為
・
事
態
に
引
き
続
き
後
件
の
行
為
・
事
態
が
赴

起
す
る
意
を
あ
ら
わ
す
接
続
助
詞
的
用
法
の
ト
コ
ロ
の
表
記
に
宛
て

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
接
琵
助
詞
的
用
法
の
ト
二
一
ロ
は
、
和
泉

往
来
に
は
存
し
な
い
の
で
あ
る
。

「
ト
コ
ロ
」
・
．
の
漢
字
表
記
の
場
合
と
同
じ
原
因
に
依
る
と
考
え
ら



れ
る
、
漢
字
表
記
の
種
類
の
出
入
り
が
指
摘
で
き
る
も
の
は
、
右
の

六
十
語
の
用
例
中
に
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
「
タ
テ
マ

ツ
ル
」
に
就
い
て
、
両
者
で
の
そ
の
表
記
を
見
る
と
古
往
来
で
は

「
奉
◎
・
進
②
」
の
二
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
和
泉
往
来
で
は

「
率
」
字
の
み
で
あ
る
。
l
こ
れ
は
、
・
．
「
進
」
字
は
本
動
詞
の
タ
テ
マ

ツ
ル
の
み
を
表
記
し
、
「
率
」
字
は
、
主
と
し
て
、
補
助
動
詞
の
タ

テ
マ
ツ
ル
を
表
記
す
る
と
い
う
古
往
来
で
の
二
字
の
用
法
上
の
区
別

か
ら
見
れ
ば
、
和
泉
往
来
で
「
奉
」
字
の
み
が
存
す
る
の
も
理
解
で

き
る
。
即
ち
、
和
泉
往
来
で
は
、
本
動
詞
の
タ
テ
マ
ツ
ル
は
存
せ

ず
、
補
助
動
詞
と
し
て
の
タ
テ
マ
一
ッ
ル
の
方
は
存
し
、
そ
れ
を
表
記

す
る
の
に
「
奉
」
字
を
用
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
・

二
つ
に
、
一
方
の
資
料
で
は
語
義
に
基
づ
く
区
別
が
二
種
類
以
上

の
漢
字
で
表
記
さ
れ
て
い
て
も
、
他
方
で
は
、
そ
の
う
ち
の
一
種
類

の
漢
字
で
済
ま
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
「
ア
ヒ
ダ
」
の

漢
字
表
記
に
古
往
来
で
は
「
間
㊧
・
際
⑨
」
の
二
字
が
用
い
ら
れ
て

お
り
、
「
問
」
の
方
が
、
「
時
間
」
「
空
間
」
の
ア
ヒ
ダ
の
表
記
と
、

接
続
助
詞
的
用
法
の
ア
ヒ
ダ
の
l
表
記
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
が
、
「
際
」

字
の
方
は
「
時
間
」
の
ア
ヒ
ー
ダ
、
そ
れ
も
、
l
「
間
」
字
の
そ
れ
と
違

っ
て
、
あ
る
行
為
・
事
態
の
存
す
る
、
正
に
そ
の
「
時
期
」
「
機
会
」

哺
酢
削
元
泉
往
来
の
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
（
来
田
）

の
意
に
限
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
古
往
来
で
の
．
．
「
際
」
り
字
の
用

法
、
例
え
ば
二
・
・

ウ

ツ

　

　

7

ヒ

タ

「
為
前
之
際
」

（
竪

等
と
用
じ
用
法
が
、

L
r
ツ
コ
■

（
8
）
　
「
如
此
之
際
」
・
（
聖
．
1
「
頃
　
年
之
際
」
．

和
泉
往
来
で
は
「
問
」
字
に
も

へ
ソ
（
マ
ニ
ウ
プ

「
欒
二
欝
之
間
」
（
聖
「
如
此
一
之
間
」
一
（
聖

コ
　
p
 
l
r
ツ
　
　
　
タ

「
頃
年
之
問
」

（18）

の
例
の
如
く
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
．
。

し
か
し
ま
た
、
．
右
の
様
に
、
l
・
語
義
に
基
づ
く
用
法
上
の
差
と
い
う

見
方
で
は
処
理
で
き
ぬ
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
「
ヒ
ゴ
ロ
」
「
カ
ク
」

の
漢
字
表
記
の
場
合
ヒ
ゴ
ロ
の
表
記
は
、
古
往
来
で
は
「
自
著
②
・

自
乗
②
・
日
比
」
の
三
種
の
表
記
が
存
し
、
互
い
に
区
別
は
存
し
な

・
い
。
・
和
泉
往
来
で
は
、
そ
の
う
ち
の
「
自
著
」
の
例
が
あ
る
。
．
「
カ

ク
」
．
に
つ
い
て
は
、
古
往
来
に
は
「
此
⑮
・
斯
し
是
」
l
の
三
種
の
表

記
が
存
し
、
す
べ
て
、
「
如
」
と
結
び
つ
．
い
て
、
二
カ
ク
′
ゴ
ト
シ
」

の
表
記
に
与
っ
て
い
る
。
和
泉
往
来
に
は
、
「
此
」
字
の
み
で
あ
る

が
↓
や
は
り
「
如
此
」
と
い
う
例
ば
か
り
（
三
例
）
、
で
あ
る
。

l
一
本
節
に
於
い
て
指
摘
し
て
き
た
事
情
は
、
l
次
節
の
語
例
に
就
い
て

も
当
て
は
ま
る
。
　
　
　
　
　
－

八
七



鵬
醇
削
和
泉
往
来
の
漢
字
の
用
淫
つ
い
て
（
来
田
）

・
七
、
両
者
で
漢
字
表
記
が
全
く
異
な
る
場
合

由
両
者
に
お
い
て
、
と
も
に
一
種
類
の
漢
字
表
記
が
存
す
る
も

の
。
諒
鯨
普
漕
来
受
表
記
。
）
一

〔
名
詞
〕
二
ト
．
ハ
言
3
－
詞
②
∴
．
ハ
カ
リ
凝
－
悼
1
－
ア
ク
ロ
袋
－

褒
　
マ
ヤ
駅
－
底
　
ム
ラ
サ
キ
紫
－
紫
薄
．
ヨ
ロ
コ
ビ
慶
」
悦

〔
代
名
詞
〕
　
（
ヮ
ガ
）
吾
－
我
　
〔
動
詞
〕
ヲ
ヨ
ブ
追
1
及
⑥
．
キ

ル
努
－
切
　
タ
ク
．
ハ
ウ
貯
－
蓄
．
ナ
ル
為
「
成
　
ノ
ポ
ル
昇
2
－
上

ヤ
ス
ム
休
－
慰
②
、
ツ
カ
ワ
ス
使
2
－
造
②
．
ツ
ク
喝
－
轟
③
　
ツ

ク
就
－
草
、
〔
形
容
詞
〕
　
（
ナ
ガ
）
シ
長
1
永
②
．
〔
形
容
動
詞
〕

ネ
ム
ゴ
ロ
ナ
リ
愚
怒
．
1
固
．
〔
副
詞
〕
l
シ
カ
牟
然
シ
．
バ
ラ
ク
漸
2

ナ

ー

一

－
暫
④
（
聖
）
∴
〔
接
続
詞
〕
　
（
コ
レ
）
こ
　
（
ヨ
）
二
7
因
二
五
t
－
因
之

シ
カ
モ
而
3
－
然
　
〔
助
詞
〕
・
ヤ
乎
2
」
鼓
⑤
　
以
上
二
十
三
語

②
二
種
類
以
上
の
表
記
が
存
す
る
も
の
。

〔
名
詞
〕
　
ハ
ジ
メ
始
一
・
塾
－
首
　
カ
ナ
フ
協
－
叶
③
合
③
l
　
ク
ダ
ス

降
1
下
③
・
授
　
ス
ッ
棄
・
拾
－
弄
　
〔
副
詞
〕
．
・
（
イ
ハ
ム
ヤ
）
矧

1
衣
3
・
況
故
　
タ
ダ
昏
1
徒
2
・
唯
2
－
只
⑬
・
但
　
以
上
六
語

八
八

本
節
に
屈
す
る
も
の
は
、
合
計
2
9
語
に
関
し
て
の
表
記
で
あ
る
。

全
体
か
ら
見
れ
ば
1
0
％
に
過
ぎ
な
い
。
土
の
よ
う
に
、
．
両
者
の
間

で
」
全
く
漢
字
表
記
が
異
な
っ
て
い
る
の
は
如
何
な
る
理
由
に
依
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
前
六
節
で
触
れ
た
よ
う
な
事
情
の
他
に
、
こ
こ
で

考
慮
す
べ
き
は
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
漢
字
表
記
は
そ
の
使
用
頻
度
が

低
い
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
　
こ
れ
は
、
第
四
節
・
第
五

節
・
第
六
節
で
の
一
用
例
と
比
較
す
れ
ば
、
よ
く
了
解
さ
れ
よ
う
．
。

し
た
が
っ
て
、
．
今
は
↓
個
々
の
表
記
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
省
略

し
、
例
を
掲
げ
た
に
止
め
て
お
く
。

．
八
、
結
　
　
　
語

和
化
漢
文
資
料
に
於
け
る
漢
字
の
用
法
を
、
和
語
と
そ
れ
に
対
応

す
る
漢
字
表
記
と
い
う
観
点
で
、
古
往
来
資
料
二
点
を
比
較
し
、
検

討
を
加
え
た
。
．
．
そ
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
．
次
の
よ
う
に
な
る
。

H
　
和
泉
往
来
に
於
て
も
、
．
高
山
寺
本
古
往
来
に
於
て
む
、
一
つ

の
和
語
に
対
し
て
は
、
一
種
煩
の
漢
字
表
記
が
対
応
す
る
の
が
原

則
的
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
そ
の
漢
字
表
記
そ
の
も
の
も
、
．
一
致

度
が
高
い
こ
と
。

⇔
一
つ
の
和
語
に
対
し
て
、
二
種
煩
以
上
の
漢
字
表
記
が
存
す



る
湯
合
に
つ
い
て
、
そ
の
葡
語
を
両
者
で
比
較
す
る
l
と
、
二
致
度

が
扇
い
こ
と
。
七
か
も
、
漢
字
表
記
そ
の
も
の
の
種
類
も
、
共
屈

す
る
も
の
が
多
い
こ
と
。

日
一
つ
の
和
語
に
対
七
て
」
　
二
種
類
以
上
の
漢
字
表
記
が
対
応

し
て
い
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
漢
字
同
志
は
、
．
語
義
に
基
づ
く
用
法

上
の
区
別
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
用
法
上
の
区
別
の

仕
方
も
両
者
で
一
致
し
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
。

和
泉
往
来
と
高
山
寺
本
古
往
来
と
を
比
較
し
て
得
た
右
三
点
の
幌

向
は
、
両
者
が
そ
の
用
字
法
に
於
て
、
駈
め
て
近
い
性
格
を
有
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
4
　
　
　
　
二

今
後
、
更
に
平
安
時
代
の
他
の
和
化
漢
文
資
料
と
比
較
さ
れ
る
必

l
一

要
が
あ
．
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
古
往
来
二
点
の
比
較
に
よ
っ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

て
、
．
両
者
の
間
で
固
定
的
去
仙
め
ら
れ
た
漢
字
表
記
が
、
唯
の
和
化

漢
文
資
料
の
l
ど
の
よ
う
な
範
囲
に
及
ん
で
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
ー
レ

一

と
が
、
ま
ず
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
－

⊥

〔
付
記
〕
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
小
林
芳
規
先
生
の
ご
指
導
を

頂
き
牟
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

監
監
和
泉
往
来
の
撃
の
用
法
に
つ
い
て
（
来
田
）

〔注〕
①
　
稲
岡
耕
二
「
正
訓
字
の
選
択
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）
－
人
麻
呂
歌
集
を

中
心
に
ー
」
（
人
文
科
学
科
紀
要
第
5
1
輯
・
国
文
学
・
漢
文
学
豊

◎
遠
藤
嘉
基
博
士
「
誇
聖
和
泉
往
来
』
一
覧
い
て
」
（
語
文
研
究
十

号
）
同
「
西
南
院
所
蔵
和
泉
往
来
」
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
十
七
輯
）
同

「
哺
酢
聖
霊
往
来
』
翌
」
（
同
十
八
輯
）
同
「
編
酢
聖
和

泉
往
来
』
あ
れ
こ
れ
」
（
同
十
九
輯
）
　
同
「
＜
和
泉
往
来
＞
の
書
写
に
つ

い
て
」
（
同
二
十
三
輯
）
　
同
「
『
和
泉
往
来
』
致
」
（
同
二
十
四
輯
）
　
同

「
『
和
泉
往
来
』
致
（
承
前
）
」
（
同
二
十
七
輪
）
植
垣
節
也
「
監
監

『
和
泉
往
来
』
の
原
本
の
形
態
」
（
同
二
十
三
輪
）
同
「
編
酢
削
『
和

泉
往
来
』
の
原
作
者
を
め
ぐ
っ
て
」
（
同
二
十
四
輯
）
　
同
「
〝
和
泉
往
来

の
原
作
者
■
再
論
」
（
同
三
十
輯
）
　
福
島
邦
道
「
和
泉
往
来
字
音
十
則
」

（
同
二
十
八
輯
）
小
林
芳
規
先
生
の
翻
刻
l
（
石
川
謙
編
「
日
本
教
科
書
大

系
」
竺
巻
往
来
霜
⇔
所
収
。
）
西
崎
宇
「
監
監
和
泉
往
来
和
訓
索

引
」
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
四
十
二
輯
）

◎④◎◎⑦

注
◎
の
遠
藤
嘉
基
博
士
の
第
六
論
文
参
照

注
◎
の
植
垣
氏
論
文
参
照

注
◎
の
植
垣
氏
の
第
一
論
文
参
照

注
⑧
の
遠
藤
博
士
の
第
二
論
文
。
小
林
芳
規
先
生
の
翻
刻
参
照
。

漕
「
且
等
岩
㌘
一
」
（
撃
旦
禦
箪
学
（
起
）

⑧
′
山
田
俊
雄
「
倭
漢
朗
詠
集
の
詩
句
の
用
字
」
（
成
城
文
芸
　
秋
季
号
昭

和
三
十
年
十
月
）



編
酢
馴
和
泉
往
来
の
漢
字
の
用
法
に
つ
い
て
・
（
来
田
）

◎
他
に
「
緩
々
一
票
完
ソ
ク
リ
一
」
（
怒
　
「
紫
鴛
（
翳
㌢
一
」

（
7
。
）
「
倫
閑
一
砧
頴
”
㌘
ヵ
ソ
。
）
」
（
望
「
進
退
（
砧
等
㌶
日

ソ
ク
）
」
（
望
「
遊
女
（
哲
抒
弓
）
）
」
（
望
「
州
薬
篭
ホ
し
」

（
響
「
逆
鱗
（
翳
吋
㍑
）
」
（
響
「
和
人
（
砧
鍔
打
㌣
一
」
（
望

「
誤
（
芳
㍊
ィ
）
」
（
聖
「
転
移
（
翳
㍑
ス
一
」
（
5
1
）
「
盈
満

九
〇

訓
が
あ
る
。
又
、
字
音
読
の
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
、
「
男
ロ
」
（
9
9
）

「
金
」
（
卸
哲
「
夫
」
（
哲
「
京
」
（
望
等
や
．
地
名
の
「
津
江
口
」

（
誉
「
犬
嶋
」
（
7
5
）
な
ど
を
含
め
て
、
こ
れ
ら
の
も
の
は
、
今
は
除
外

し
た
。「

訓
漢
字
」
に
つ
い
て
は
、
注
⑳
の
論
文
参
照
。

（
誠

一
砧

歎
（

㌶
㍍
シ
ー
J
L
（
聖
　
「
白
旦
怒
㌶
ソ
）
」
（
3
）
　
「
密
々
l

＝
”
昔
ヒ
チ
。
一
」
（
一
3
3
）
「
大
旦
品
行
笹
不
）
」
、
（
脚
）
「
私

論
㌶
㌢
ノ
ナ
ゲ
キ
）
」
（
1
7
）
．
「
旅
旦
砧
崇
”
㌢
一
」
（
望

「
山
頂
（
砧
茸
）
ノ
イ
タ
ダ
キ
）
」
（
哲
「
無
里
莞
㌘
）
」
（
聖
l

⑳
　
仮
名
に
〔
　
〕
を
付
し
た
も
の
は
、
原
本
で
は
類
書
表
記
が
あ
る
と
こ

・
ろ
を
印
即
の
都
合
上
、
仮
名
に
改
め
て
表
記
し
た
こ
と
を
示
す
・

⑪
　
「
訓
漢
字
一
覧
（
稿
）
」
第
一
部
「
傍
訓
」
、
．
第
三
部
「
音
義
†
訓
註
・

古
辞
書
」
（
以
上
、
と
も
に
油
印
本
。
）
又
、
先
生
の
「
上
代
に
お
け
る
書

記
用
漠
字
の
訓
の
体
系
」
（
国
語
と
国
文
学
・
昭
和
四
十
五
年
十
月
号
）

を
参
照
し
た
。

⑳
　
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
も
処
理
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
は
、
山
・
老

′
（
望
自
⊥
者
（
聖
継
墨
（
1
1
9
）
九
餅
（
響
折
l
積
彿
）
．
甲
釦

．
（
聖
軍
兵
（
響
墨
餅
（
聖
上
⊥
枠
（
切
望
竿
豆
（
豊
平
押

（
響
巻
染
（
豊
長
l
積
（
響
乳
●
浣
（
響
又
、
訓
が
あ
る
が
、

そ
れ
が
不
明
の
も
の
と
し
て
「
潔
（
望
」
が
あ
る
。
「
ケ
サ
ノ
ユ
テ
」
の
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By "Kunten-shiryo (punctuation materials)" are meant any Chinese

writings with kana (the Japanese syllabary) and other symbols glossed

between, the lines so as to facilitate reading Chinese characters as re-

ndered: into Japanese. The materials of this kind since the ninth century

are abundantly extant in ancient temples. Their language is strongly

traditional, but the medieval kunten-shiryo writtent from the twelfth

through the fifteenth centuries reflect new phonemes, vocabulary, and di-

ction during this period.å ' Consequently, they provide us with materials for

the study of medieval Japanese. The present study proposes to elucidate

the actual conditions and characteristics of medieval Japanese, with special

reference to the kunten-shiryo in eleven different texts of Ku-win-hsiao-Mng
(#£*«)å å å  "-.å  " •Eå å .å --:-å å  å å ::å å å  å - å å  å -å 

On the Usage of Chinese Characters in Kasen-Orai

-in comparison with that of Kozanjibon-Ko-Orai-

Kita TAKASHI

Comparing the usage of Chinese characters in Kasen-Orai, the Ja-

panized Chinese written in the twelfth century, with that of Kozanjibon-

Ko-Orai composed in almost the same period, I caught the following

results :

1) It is a general principle that we inscribe one Japanese word

by the characters of the stereotyped kind.

2) Even when we inscribe one Japanese word by more than two

kinds of Chinese characters, both the kind and inscription are

stationary.




